
 １１月２９日に会員及び市民の方々を対象に標記講座を開催しました。 
 

     地域や職場で認知症の人に出会った際に、 

           どのように係わったら良いのかを学びました。 
 

 〇認知症サポーターは、何か特別なことをする人たちではありません。 

 〇認知症を正しく理解し、認知症の人や家族を温かく見守る応援者です。 

 〇日常生活の中で認知症の方と出会った時に、尊厳を損なうことなく 

            適切な対応をすることが認知症の方と家族の支えになります。 
 

 この講座も今年で３年目になりました。『認知症になっても、住み慣れた場所で自分ら

しく安心して暮らしていくために』少しでもお役に立てるよう、毎年開催する予定です。

今回受講できなかった方、次回は是非ご参加ください。 


